
本
会
元
理
事
長　

朝
尾
直
弘
先
生
を
偲
ぶ

　

本
会
元
理
事
長
の
朝
尾
直
弘
先
生
は
、
二
〇
二
二
年
七
月
七
日
、
享
年
九

〇
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
。

　

先
生
は
一
九
三
一
（
昭
和
八
）
年
一
二
月
一
七
日
、
大
阪
府
吹
田
市
に
生

ま
れ
ら
れ
、
五
〇
年
三
月
兵
庫
県
立
芦
屋
高
校
を
卒
業
、
同
年
京
都
大
学
文

学
部
に
入
学
。
五
四
年
同
史
学
科
（
国
史
学
専
攻
）
を
卒
業
、
大
学
院
文
学

研
究
科
に
進
ま
れ
た
。
小
葉
田
淳
教
授
の
も
と
で
日
本
史
学
を
学
び
、
五
九

年
博
士
課
程
単
位
取
得
、
六
〇
年
京
都
大
学
研
修
員
と
な
り
、
六
三
年
堺
市

史
続
編
編
集
主
任
（
非
常
勤
）
を
委
嘱
さ
れ
、
六
四
年
九
月
に
京
都
大
学
文

学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
六
八
年
四
月
、
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
に
就
任
さ
れ
、
八
〇
年
一

二
月
教
授
に
昇
任
、
九
五
年
三
月
停
年
退
職
さ
れ
、
同
四
月
京
都
大
学
名
誉

教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
多
く
の
学
生
・
院
生
の
教
育
・
研

究
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
文
学
部
博
物
館
の
改
築
に
尽
力
さ
れ

（
八
六
年
竣
工
、
八
七
年
開
館
）、
初
代
館
長
（
八
七
年
か
ら
二
期
四
年
）、

文
学
部
長
（
九
〇
年
か
ら
二
年
）
を
つ
と
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
大
学
全
体
の

行
政
に
つ
い
て
も
、
学
生
部
長
（
八
五
年
か
ら
一
年
）、
大
学
評
議
員
（
八

七
年
か
ら
九
五
年
ま
で
）、
附
属
図
書
館
長
（
九
二
年
か
ら
三
年
）
な
ど
を

歴
任
さ
れ
て
い
る
。

　

本
会
史
学
研
究
会
に
つ
い
て
も
、
評
議
員
・
理
事
を
長
く
つ
と
め
ら
れ
、

一
九
九
二
年
か
ら
二
年
間
、
理
事
長
を
つ
と
め
、
本
会
の
発
展
に
尽
く
さ
れ

た
。

　

京
都
大
学
退
職
後
は
、
京
都
橘
女
子
大
学
教
授
・
同
客
員
教
授
と
し
て
一

九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
つ
と
め
ら
れ
、
そ
の
間
、
文
学
部
長
、

大
学
院
文
学
研
究
科
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
住
友
史
料
館
館

長
（
一
九
九
九
～
二
〇
一
七
年
）、
彦
根
城
博
物
館
館
長
（
一
九
九
四
～
二

〇
〇
四
年
）
を
つ
と
め
ら
れ
た
。

　

先
生
の
御
専
門
は
日
本
近
世
史
で
あ
る
が
、「（
私
は
）
教
科
書
墨
塗
り
世

代
に
属
し
、
そ
の
衝
撃
が
日
本
史
研
究
者
の
道
を
選
択
さ
せ
る
結
果
と
な
っ

た
」
と
初
心
を
語
ら
れ
、
当
時
は
ま
だ
各
所
に
残
さ
れ
て
い
た
近
世
村
落
の

「
膨
大
な
量
の
古
文
書
・
古
記
録
の
類
を
発
掘
し
調
査
す
る
仕
事
は
…
…
未

踏
の
原
野
を
開
拓
す
る
に
似
た
意
欲
と
興
奮
を
も
た
ら
し
た
」
と
回
顧
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
成
果
が
学
位
論
文
「
寛
永
時
代
の
基
礎
的
研
究
」
で
あ
り
、

『
幕
藩
体
制
社
会
の
基
礎
構
造
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
七
年
）
と
な

っ
た
。
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し
か
し
、
先
生
の
研
究
の
魅
力
は
そ
う
し
た
史
料
実
証
の
開
拓
性
と
厳
密

性
に
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
学
会
で
の
論
争
（
太
閤
検
地
論
争
・
軍
役
論
論

争
な
ど
）
を
通
じ
て
の
研
究
史
や
理
論
の
明
快
な
論
点
整
理
と
斬
新
な
問
題

提
起
、
教
科
書
裁
判
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
現
実
社
会
の
課
題
と
向
き
合
い
つ
つ
、

史
料
実
証
と
格
闘
す
る
こ
と
の
方
法
論
的
意
味
の
追
求
。
先
生
は
そ
う
し
た

「
理
論
風
の
文
章
」
は
歴
史
叙
述
の
た
め
の
「
鶏
ガ
ラ
ス
ー
プ
の
ガ
ラ
」
だ

と
謙
遜
さ
れ
た
が
、
私
の
よ
う
な
戦
後
歴
史
学
の
周
回
遅
れ
の
世
代
に
は
、

そ
こ
に
こ
そ
「
歴
史
研
究
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
回
復
を
め
ざ
」
す
、
は
か
り

知
れ
な
い
魅
力
の
源
泉
が
あ
る
。
論
争
の
軌
跡
と
「
鶏
ガ
ラ
」
は
『
日
本
近

世
史
の
自
立
』（
校
倉
書
房
、
一
九
八
八
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、

美
し
い
論
争
の
な
く
な
っ
た
、
論
点
を
剔
抉
し
て
論
争
を
作
れ
な
い
、
今
の

日
本
史
学
に
と
っ
て
、
若
い
世
代
に
も
ふ
り
返
っ
て
ほ
し
い
財
産
で
あ
る
。

　

農
村
史
研
究
に
続
い
て
一
九
七
〇
・
八
〇
年
代
に
は
、
幕
藩
権
力
の
特
質

を
「
将
軍
権
力
」
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
形
成
・
確
立
過
程
を
百
姓
の
運
動

と
の
連
関
で
、
ま
た
天
下
人
の
政
権
構
想
を
通
し
て
分
析
し
た
権
力
論
。
室

町
幕
府
以
来
の
展
開
を
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
通
交
貿
易
体
制
や
「
日
本

型
華
夷
意
識
」
と
し
て
分
析
し
た
鎖
国
論
。
幕
藩
権
力
か
ら
社
会
諸
階
層
に

至
る
公
権
の
重
層
性
・
身
分
集
団
間
の
「
平
和
契
約
」
を
論
じ
た
「
身
分
制

社
会
」
論
な
ど
の
論
稿
を
次
々
に
発
表
さ
れ
、
学
界
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
く
。

　

先
生
は
御
自
分
の
研
究
に
つ
い
て
、「
総
体
の
具
体
的
把
握
、
日
本
近
世

と
い
う
空
間
的
・
時
間
的
に
限
ら
れ
た
場
を
総
体
と
し
て
把
握
し
、
諸
階
層

の
生
成
・
展
開
の
運
動
方
向
を
と
ら
え
、
そ
れ
を
具
体
的
に
叙
述
す
る
こ
と
、

こ
れ
は
専
門
の
歴
史
研
究
者
と
し
て
の
私
が
自
己
に
課
し
た
課
題
」
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
京
都
大
学
退
職
の
前
年
九
四
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ

の
『
将
軍
権
力
の
創
出
』（
岩
波
書
店
、
角
川
源
義
賞
受
賞
）
は
、
そ
の
結

実
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
他
、
一
般
書
の
形
を
と
っ
て
は
い
る
が
『
日
本
の
歴
史
17　

鎖
国
』

（
七
五
年
）・『
大
系
日
本
の
歴
史
８　

天
下
一
統
』（
八
八
年
）・『
都
市
と

近
世
社
会
を
考
え
る
』（
九
五
年
）
な
ど
に
も
鋭
い
問
題
提
起
が
鏤
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
三
～
四
年
に
、
集
大
成
と
し
て
『
朝
尾
直
弘
著
作

集
』
全
八
巻
（
岩
波
書
店
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
生
の
御
研
究
は
、
一
九
七
七
年
ハ
ワ
イ
で
の
日
米
会
議
に

は
じ
ま
り
、
八
一
～
二
年
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
本
研
究
所
の
招
聘
、
八
三

年
国
際
ア
ジ
ア
北
ア
フ
リ
カ
人
文
科
学
会
議
・
八
四
年
日
仏
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
九
〇
年
マ
ド
リ
ー
ド
国
際
歴
史
学
会
議
な
ど
で
の
諸
報
告
と
し
て
、
国

際
比
較
に
耐
え
う
る
日
本
史
学
の
水
準
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
ら
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、『
京
都
町
触
集
成
』
一
五
巻
・
別
巻
二
（
岩
波
書
店
）
の
刊
行
、

彦
根
藩
井
伊
家
文
書
三
万
点
の
調
査
と
目
録
編
纂
、『
京
都
雑
色
記
録
』
全

三
巻
（
京
都
大
学
史
料
叢
書
）、『（
西
洞
院
）
時
慶
記
』
な
ど
の
翻
刻
刊
行

を
は
じ
め
、『
堺
市
史
続
編
』『
岡
山
県
史
』『
八
日
市
市
史
』『
彦
根
市
史
』

な
ど
の
自
治
体
史
刊
行
に
も
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
岩
波

講
座
日
本
歴
史
』『
日
本
の
社
会
史
』『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
な
ど
の
企
画

編
集
に
も
あ
た
ら
れ
、
九
四
年
に
は
『
日
本
の
近
世
』
全
一
八
巻
（
中
央
公

論
社
）
の
編
集
に
対
し
て
毎
日
出
版
文
化
賞
特
別
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

学
会
で
も
、
日
本
史
研
究
会
研
究
委
員
長
（
一
九
六
八
～
七
一
年
）、
歴

史
科
学
協
議
会
代
表
委
員
（
七
三
～
七
五
年
）
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
わ

れ
、
日
本
古
文
書
学
会
・
東
方
学
会
・
史
学
会
・
日
本
歴
史
学
会
の
評
議
員

等
を
つ
と
め
ら
れ
た
ほ
か
、
国
立
歴
史
民
俗
学
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物

館
・
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
お
よ
び
文
化
庁
の
文
化
財
保
護
審
議
会
専
門
委
員
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な
ど
文
化
財
保
存
・
文
化
行
政
に
も
貢
献
さ
れ
、
一
九
九
九
年
紫
綬
褒
章
を

う
け
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
文
化
功
労
者
に
選
定
さ
れ
た
。

　

一
周
忌
の
二
三
年
七
月
八
日
、
文
学
部
第
三
講
義
室
で
偲
ぶ
会
が
開
か
れ
、

学
恩
を
う
け
た
多
く
の
研
究
者
や
関
係
者
が
集
っ
た
。
先
生
は
『
著
作
集
』

の
自
序
で
、「（
私
は
）
い
つ
も
日
本
近
世
社
会
を
と
ら
え
る
な
ら
、
ど
こ
か

ら
攻
め
れ
ば
よ
い
か
を
思
案
し
続
け
て
き
た
。
問
題
は
こ
こ
だ
。
皆
で
考
え

よ
う
。
編
集
の
仕
事
が
多
か
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
仕
事
に
対
す
る
基
本
姿
勢

は
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
」
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
。
編
集
企
画
の
み
な
ら
ず
、

ゼ
ミ
や
古
文
書
合
宿
、
研
究
会
や
学
会
で
の
報
告
や
討
論
、
そ
し
て
先
生
が

書
か
れ
た
論
文
・
著
書
な
ど
で
も
、
い
つ
も
「
問
題
は
こ
こ
だ
。
皆
で
考
え

よ
う
。」
と
語
り
か
け
ら
れ
て
い
た
温
顔
が
瞼
に
浮
か
ぶ
。

　

今
は
心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
の
み
で
あ
る
。�

（
横
田
冬
彦　

記
）
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